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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2018年2月9日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2018年2月9日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2018年2月9日）
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米国市場の急落を発端として世界的に株式市場の変動性が高
まったことから、インド株式市場は下落しました。7日の金融政策
決定会合で、インド準備銀行（中央銀行、RBI）が事前に警戒さ
れたほどタカ派ではなかったとの見方から安心感が広がったこと
は相場の下支えとなりました。

原油価格の下落が好感され、週前半からインド債券が買われる
動きが見られました。加えて、7日の金融政策決定会合でのRBI
の姿勢に対する安心感からさらに債券が買われ、インド10年国
債利回りは低下（価格は上昇）しました。

世界的な株安となる中、外国人投資家によりインド株式が売ら
れたことなどから、ルピーは対米ドルで下落しました。また、円
が対米ドルで上昇したことから、ルピーは対円でも下落しまし
た。

（対象期間：2018/2/5～2/9）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2018/2/2 2018/2/9 変化率

35,066.75 34,005.76 -3.03%

2018/2/2 2018/2/9 変化幅

7.562 7.490 -0.072

2018/2/2 2018/2/9 変化率

1.715 1.694 -1.23%
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